
7170

・療養費支給申請書
・弾性着衣等装着指示書
・弾性着衣等を購入した際の領収書(原本 )
または費用の内訳がわかる書類

□ 申請に必要な書類

問い合わせ先

【問い合わせ先】
「淳彦基金を育てる会」事務局
〒190-0022　東京都立川市錦町1-20-15
FAX：042-524-3311

042-522-3015

造血幹細胞移植が必要な患者さんで経済的に困難な事情のある方
へ、HLA検査費用を援助しています。ただし「HLA研究所」での検
査費用に限ります。申し込みは担当医から行う必要があります。
基金についてのお問い合わせ・申し込みは「淳彦基金を育てる会」

事務局へ。

■ 公益財団法人　HLA研究所「淳彦基金」

仕事と、子育てと、乳がんの治療

　３人目の子どもを出産し、しばらくして「乳がん」の診断を受け
ました。
　覚悟はしていました。以前よりしこりがあって検診を受けてきた
ので、大きくなってきたしこりに「やっぱりか～」と。先生より抗
がん剤治療と手術の説明があり、治療は受けるつもりだけど、小
さな３人の子どものこと、仕事のこと、治療費のこと、不安はいっ
ぱいでした。
　夜勤のある仕事をしていますが、家計のことを考えると仕事を
辞めるわけにはいきません。でも、治療を受けながら働けるのか
不安でした。抗がん剤の副作用で髪の毛が抜けたり、体調が悪く
なったりしても業務がこなせるだろうか。そもそも働いてよいのだ
ろうか。
　そんな悩みを所属長と乳がん経験者の上司が支えてくれました。
夜勤をなくし、日勤のみに勤務形態を変更し、「まずはやってみよ
う！」と声をかけていただいたのです。私の休みの日に所属長から
同僚へ、病気で配慮が必要なことを説明してくれたようです。
　いざ治療が始まってみると、上司が日々の様子を気にかけてく
れて、体調不良のときには早退したり、体力を使う力仕事ではな
く事務仕事に切り替えてくれたりと、何とか勤務を続けることがで
きました。
　今思えば、仕事と子育てで毎日が目まぐるしく、病気のことを
考えるのは病院に来ているときだけで、病気のことを思いわずらう
時間がなかったことが、逆に、私にとって病気を乗り越える助け
になったと思います。

（30代　女性）
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2. 治療を受けながら働く

　がんは長く治療と向き合う病気になりつつあります。がんと言われ
たから、病気だから、入院するからといって、すぐに会社を辞めるこ
とはありません。仕事を辞めることなく、法定の休暇制度や会社内の
休暇制度を利用することによって、治療を続けることができる可能性
があります。現状ではがんに特化した休職制度はありませんが、担当
医ともよく相談しながらご自身の治療計画に合わせて、就業計画を立
てることが大切です。必要に応じて産業医や産業保健師、職場の人事
関係担当者、がん相談支援センターの相談員、沖縄産業保健総合支援
センターの両立支援促進員にご相談ください。（P73）

コチラもCheck!  『がんになったら手にとるガイド』

（2）治療と仕事の両立支援

■沖縄産業保健総合支援センター

FAX：098-859-6176　

■ハローワーク那覇・ハローワーク沖縄
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■グッジョブセンターおきなわ

那覇第2地方合同庁舎1号館3階
沖縄労働局雇用環境・均等室内

098-868-6060

■沖縄労働局総合労働相談コーナー

フリーダイヤル（通話料無料） 0120-610-223

■沖縄県女性就業・労働相談センター

　「労働相談事業」では、労働に関する問題について労使双方から幅広く
相談（電話・窓口相談）に応じています。
受付時間：平日　９時～17時

　県内の労働局、労働基準監督署内で、労働問題の専門家が無料で相談に応
じています。相談内容によっては、担当窓口をご案内する場合があります。
受付時間：平日　9時～17時（12時～13時までのぞく）

■沖縄県社会保険労務士会　総合労働相談所

　労働問題全般に関する相談に、社会保険労務士が無料で対応します。相
談は第1水曜日・第３土曜日（祝日のぞく）の14時～16時、電話か来所。来
所の場合は事前に電話またはFAXでご予約をお願いします。
受付時間：平日　9時～16時

098-863-4395　 FAX:098-863-3563　


